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や
ま
ぐ
ち
け
ん
ど

　

こ
く
じ
ん
じ
ゃ
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山
口
県
護
国
神
社

鎮

　

座

　

地

　

一Ｔ
圭
三１０三
一

　

山
口
市
大
字
宮
野
下
一
九
三
二
番
地

神
社
庁
殴
立
以
降

同
年
十
一
月
、既
に
靖
国
神
社
の
御
祭
神
と
な
ら
れ
た
山
ロ
県
出

身
の
御
霊
七
一
五
八
柱
を
奉
斎
し
、鎮
座
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。以
来

幾
多
の
事
変
、戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
山
口
県
出
身
の
英
霊
を
合

記
し
、慰
霊
の
祭
記
を
厳
修
し
て
い
る
。

終
戦
後
は
、占
領
軍
の
圧
迫
干
渉
が
強
ま
り
、昭
和
二
十
二
年
（
一

九
四
七
）
に
は
－社
名
も
御
霊
神
社
と
改
称
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。祭
舵
に
対
し
て
も
、抑
圧
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
苦
難
の
道

を
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
。参
拝
者
も
稀
れ
に
な
り
、春
秋
の
祭
典
さ

え
も
喜
々
た
る
有
様
で
、社
頭
は
ま
こ
と
に
寂
し
い
状
態
が
つ
づ

い
た
。昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
施
行
さ
れ
た
農
地
解
放
令

に
よ
り
、周
辺
の
社
地
は
僅
か
な
価
格
で
小
作
人
に
払
下
げ
ら
れ
、

社
入
金
を
求
め
る
方
途
も
な
く
、社
殿
及
び
境
内
は
荒
廃
に
ま
か

さ
れ
、経
営
は
困
窮
を
極
め
た
。こ
の
頃
の
占
領
軍
施
政
下
で
は
、

護
国
神
社
に
対
す
る
国
民
感
情
が
こ
と
の
外
冷
却
し
、当
社
に
対

し
て
殆
ん
ど
顧
り
み
る
者
が
な
か
っ
た
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ

触
れ
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
傾
向
に
な
っ
た
こ
と
は
・
ま
こ

と
に
遺
憾
で
あ
っ
た
。当
社
は
創
建
の
直
後
大
東
亜
戦
争
に
突
入

し
た
た
め
、神
社
環
境
の
整
備
は
不
充
分
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、付
属
建
物
の
不
足
、境
内
の
不
整
備
等
、神
社
と
し
て
必
要

な
施
設
が
完
備
し
て
い
な
か
っ
た
。昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）、

講
和
条
約
が
成
立
し
、社
名
も
山
口
県
護
国
神
社
と
復
称
し
た
と

５５４

ん
ふ＝▲に▲

，，い

　

，

電
話

　

○
八
三
九
⑫
二
〇
二
七

祭

　　

神

（主
祭
神
）福
島
男
也
命
等
県
内
殉
国
の
英
霊
五
万
二
一
二
〇
柱

主
要
祭
典

　

例
祭
（四
月
二
十
九
日
・
十
一
月
三
日
）、祈
年
祭
（二
月
十
七
日
）、

　　　　　

新
嘗
祭
（十
一
月
二
十
三
日
）、献
灯
み
た
ま
ま
つ
り
（八
月
十
日
Ｖ

社

　　　

殿

本
殿
へ
一問
社
流
造
・九
坪
）、祝
詞
殿
（切
妻
造
・
四
坪
五
）、拝
殿

　　　　　

（入
母
屋
造
・
二
二
坪
）、左
右
翼
廊
及
び
神
鏡
所
・
祭
器
庫
（切
妻

　　　　　

造
二
六
坪
）、
い
ず
れ
も
昭
和
十
六
年
建
築

境

　

内

　

地

　

二
七
六
四
坪

境
内
建
造
物

　

権
殿
（コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
一
坪
五
）、社
務
所
及
び
職
△豆
木
造
・

　　　　　

四
九
坪
）、
い
さ
お
館
（木
造
・
一
六
坪
）、手
水
舎
（木
造
・
一
坪
五
）、

　　　　　

大
鳥
居
（石
造
・
高
さ
九
メ
ー
ト
ル
）、大
灯
寵
一
対
（石
造
）、慰
霊

　　　　

碑
六
基
（石
造
）、社
号
標

由
緒
沿
革

　

山
口
県
出
身
殉
国
の
英
霊
の
祭
肥
の
た
め
、明
治
三
十
六
年
二
九

　　　　　

○
三
）、防
長
靖
献
会
を
設
立
し
た
Ｑ同
会
は
、毎
年
現
在
地
の
南
に

　　　　　

隣
接
す
る
桜
畠
練
兵
場
で
盛
大
な
招
魂
祭
を
斎
行
し
て
い
だ
。昭

　　　　　

和
十
三
年
二
九
三
八
）、招
魂
社
制
度
が
整
備
さ
れ
、県
内
一
円
を

　　　　　

崇
敬
者
区
域
と
し
て
、招
魂
社
を
創
建
す
る
さ
と
と
な
っ
た
。た
だ

崇
‐敬
者
数

護
国
神
社
会
こ
く
じ
ん
じ
ゃ
）

　

慶
応
三
年
：
八
六
七
）五
月
藩
主
毛
利
敬
親
の
命
に
よ
り
、当
時

　

の
山
口
代
官
村
次
郎
三
郎
（大
津
唯
雪
）が
管
内
戦
死
者
の
霊
を
肥
る

江
良
招
魂
場
を
開
設
し
た
の
に
創
ま
る
。と
こ
ろ
が
当
社
は
藩
庁
所

在
地
に
あ
る
た
め
、恰
も
諸
郡
招
魂
場
の
総
社
の
如
ぐ
取
扱
わ
れ
、そ

し
て
明
治
三
年
九
月
二
三
日
に
防
長
最
初
の
合
同
招
魂
祭
が
行
わ
れ

て
か
ら
は
、毎
年
こ
の
日
（後
に
三
月
二
三
日
）を
祭
日
と
し
、江
良
神

社
と
改
称
せ
ら
れ
た
。そ
の
後
、同
七
年
に
江
良
招
魂
社
と
改
め
、昭

和
一
四
年
四
月
護
国
神
社
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
か
ら
は
江
良
護
国

神
社
と
称
し
、同
一
六
年
県
社
同
様
の
取
扱
い
を
受
け
る
と
共
に
山

口
県
護
国
神
社
と
し
て
社
殿
を
新
営
し
、毎
年
五
月
八
日
を
例
祭
に

あ
て
て
い
た
。敗
戦
後
は
御
霊
神
社
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、今
は
旧
称

に
復
し
て
呼
ば
れ
て
い
る
。

台
宮
野
八
百
年
史
』よ
り
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編
纂
委
員

広
田
陽
久

山
口
大
学
講
師
・
監
修
者

伊
藤
忠
芳

八
幡
宮
宮
司

吉
野
正
修

　

玉
祖
神
社
宮
司

神
本
正
律

久
米
神
社
元
宮
司

・村
上
文
億

花
岡
八
幡
宮
名
誉
宮
司

上
田
俊
成

飯
山
八
幡
宮
宮
司

竹
中
恒
彦

亀
山
八
幡
宮
宮
司

市
木
征
彦

　

椎
尾
八
幡
宮
宮
司

河
谷
昭
彦

　

山
崎
八
幡
宮
宮
司

編
纂
協
力
委
員

友
田

　

光

厳
島
神
社
宮
司

宮
本
公
胤

　

一一所
山
田
神
社
宮
司

宮
崎
宏
視

　

神
功
皇
后
神
社
蔵
宜

真
庭
宗
雄

豊
栄
神
社
宮
司

長
尾
健
彦

長
尾
八
幡
宮
宮
司

海
田
光
顕

　

岩
戸
八
幡
宮
宮
司

宮
崎
匡
敬

　

忌
宮
神
社
頑
宜

西
村
直
彦

　

赤
間
神
宮
権
藤
宜

鳴
瀬
道
生

豊
田
神
社
宮
司

宮
寄

　

敬

八
幡
宮
宮
司

小
野
信
男

八
幡
宮
宮
司

村
上
基
起

花
岡
八
幡
宮
宮
司

白
石
真
三

　

琴
崎
八
幡
宮
権
顧
宜

佐
伯
栄
和

　

白
崎
八
幡
宮
権
禰
宜

中
嶋
智
晴

豊
栄
神
社
権
禰
宜

調
査
委
員

（編
纂
委
員
・
同
協
力
委
員
を
除
く
）

鈴
木
宏
明

防
府
天
満
宮
宮
司

小
方
基
次

山
口
県
護
国
神
社
宮
司

大
田

　

穣

白
鳥
八
幡
宮
宮
司

栗
栖
昭
夫

　　

岩
隈
八
幡
宮
宮
司

三
宅
定
宏

代
田
八
幡
宮
宮
司

西
村
信
行

　　

河
内
神
社
宮
司

村
田
景
昭

　　

竃
八
幡
宮
禰
宜

宮
崎
治
久

　　

中
領
八
幡
宮
宮
司

宮
崎
正
隆

　　

古
尾
八
幡
宮
宮
司

磯
部
正
明

　　

忌
宮
神
社
宮
司

白
石
賢
次
郎

大
坪
八
幡
宮
宮
司

古
屋
邦
郷

　　

広
旗
八
幡
宮
宮
司

安
達
弘
校

　　

武
氏
八
幡
宮
宮
司

木
村
宜
孝

　　

生
雲
八
幡
宮
宮
司

山

口
県
神
社
誌

平
成
十
年
三
月
二
十
五
日
発
行

編
集
山
口
県
神
社
誌
編
纂
委
員
会

発

行

山

　

口

　

県

　

神

　

社

　

庁
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七
五
三
１０
０
九
一

〒
七
五
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１０
０
九
ー

山
白

市
天
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一

　

丁
目

　

而

　

ー
三

電

　

話
‐
０
八
三
九
ー
二
二
ー
０
五
〇
六
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Ｆ
Ａ
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八
三
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ー
二
一
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二
〇

蜘
棚
大
村
印
刷
株
式
会
社



…故
郷
の
護
圃
神
社
と
靖
圃
神
社
害
ま
るさ曇
・

［シ
リ
ー
ズ
・ふ
る
さ
と
靖
副
５
］

靖
因
神
社
鷺

「故
郷
の
護
園
神
社
展
毎
記
録

圃口
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展
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靖
園
神
社
輔

　

隊



私
は
二
十
八
歳
の
男
で
す
。
戦
地
に
赴
き
、
志
半
ば
で
命

　　　

ら
れ
た
。
故
郷
に
帰
っ
た
際
に
ミ
ま
た
近
く
を
通
り
か
か
っ

を
落
と
し
た
兵
士
の
手
記
を
読
ん
で
自
分
が
こ
の
立
場
で
あ

　　

た
際
は
お
参
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

っ
た
ら
ど
の
よ
う
な
心
境
で
こ
の
文
を
書
い
た
の
か
思
い
も

よ
り
ま
せ
ん
。
文
面
か
ら
あ
ふ
れ
る
愛
す
る
者
に
対
し
て
の

思
い
に
接
し
て
、
ふ
と
私
も
愛
す
る
者
の
た
め
に
何
か
尽
力

で
き
る
の
か
と
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。

無
記
名

　

昔
の
人
は
と
に
か
く
字
が
き
れ
い
で
美
し
い
。
覚
悟
が
ち

が
う
の
だ
ろ
う
。
今
回
の
展
示
で
日
本
全
国
に
こ
ん
な
に
沢

山
の
護
国
神
社
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
勝
手
に
残
っ
て
い
く
も
の
で
は
な
く
、
今
後
の
日
本
人

の
手
で
守
っ
て
残
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

公
務
員

　

無
記
名

（三
十
三
歳
）

「護
国
神
社
」
が
存
在
し
て
い
た
事
は
知
っ
て
い
た
も
の

の
存
在
の
意
義
、
大
切
さ
と
い
う
こ
レ
モ
改
め
て
痛
感
さ
せ

す
。

２

　　　　　　　　

３

　　　　　　　　

０

元
陸
上
自
衛
官

　

Ｆ
・
Ｄ

　　

国

　

戦
争
を
肯
定
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
日
本

を
守
る
た
め
家
族
を
守
る
た
め
に
戦
っ
た
先
人
が
い
る
こ
と

は
誇
り
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は

馬
鹿
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
先
人
た
ち
の
お
か
げ
で
今
の
日
本

が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
先
人
た
ち
が
眠
る
神
社
を
守
っ
て
い

く
こ
と
は
、
日
本
人
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
す
。

無
記
名

　

男

（二
十
七
歳
）

蟹
靖
国
神
社
と
護
国
神
社
に
つ
い
て

国
学
院
大
学
教
授

　

大
原

　

康
男



英
霊
祭
記
の
は
じ
ま
り

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
靖
国
神
社
の
前
身
は
東
京
招
魂
社
で
あ
る
。
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
四
月
二
十
八

　　　　　　　　　　

ゐ
り
す
が
わ
の
み
や
た
ろ
ひ
と

　　　　　　

ぼ
し
人

日
、
東
征
大
総
督
有
栖
川
官
餓
仁
親
王
は
戊
辰
戦
役
の
陣
段
者
の
た
め
に
招
魂
祭
を
行
う
こ
と
を
令
せ
ら
れ
、
六
月
二

日
、
江
戸
城
西
の
丸
の
大
広
間
に
お
い
て
盛
大
な
祭
典
が
営
ま
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
つ
五
月
十
日
、
太
政
官
は
裏
永
六

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

た
お

年

（
一
八
五
三
）
の
ペ
ル
リ
率
い
る
黒
船
来
航
以
来
、
国
の
危
機
を
憂
え
、
国
事
に
奔
走
し
て
非
命
に
姥
れ
た
殉
国
の

土
と
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
以
降
の
戦
残
者
を
慰
霊
す
る
た
め
に
、
京
都
東
山
に
洞
字
を
建
て
て
永
く
そ
の
忠
節
を
顕

彰
す
る
旨
の
二
つ
の
布
告
を
発
し
た
が
、
翌
二
年
六
月
に
至
っ
て
大
村
益
次
郎
ら
の
建
議
に
よ
っ
て
東
京
に
全
国
的
規

模
の
招
魂
社
を
建
立
す
る
こ
と
に
方
針
が
変
更
さ
れ
た
。
同
月
十
九
日
に
社
殿
造
営
に
着
工
し
、
二
十
七
日
に
竣
工
、

二
十
九
日
に
最
初
の
祭
典
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
一
ヶ
月
足
ら
ず
の
ご
く
短
期
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
た
っ
た
明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
六
月
四
日
に
東
京
招
魂
社
は
靖
園
神
社
と
改
称
し
、

別
格
官
幣
社
に
列
格
さ
れ
た
。
別
格
官
幣
社
は
、
楠
木
正
成
を
ご
祭
神
と
す
る
湊
川
神
社
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
塁
・

室
や
国
家
の
た
め
に
偉
勲
を
残
し
た
人
々
を
肥
る
神
社
で
、
近
代
に
な
っ
て
定
め
ら
れ
た
社
格
と
し
て
は
宮
幣
小
社
に

相
当
す
る
。
当
初
、
内
務
・
陸
軍
・
海
軍
の
三
省
の
共
同
所
管
と
さ
れ
た
が
、
後
に
内
務
省
が
離
れ
、
陸
海
軍
両
省
の

所
管
と
な
り
、
以
後
、
そ
の
ま
ま
終
戦
に
至
る
。
伊
勢
神
宮
以
下
の
他
の
神
社
が
す
べ
て
内
務
省
の
所
管
で
あ
っ
た
の

と
は
対
照
的
で
あ
る
。
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先
記
し
た
よ
う
に
、
最
初
の
合
記
は
戊
辰
戦
役
の
陣
毅
者
で
あ
っ
た
が
、
次
い
で
佐
賀
の
変
、
台
湾
出
兵
、
江
華
島

事
件
、
神
風
連
・
萩
・
秋
月
の
変
か
ら
西
南
戦
争
に
至
る
内
外
の
事
変

・
戦
役
に
関
わ
る
死
残
者
が
合
流
さ
れ
、
さ
ら

に
ペ
ル
リ
来
航
以
来
の
国
事
殉
難
者

（吉
田
松
陰
・
橋
本
左
内
１坂
本
龍
馬
な
ど
）
も
合
鵡
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以

後
、
も
っ
ぱ
ら
日
清

・
日
露
戦
争
か
ら
大
東
亜
戦
争
に
至
る
対
外
戦
争

・
事
変
の
戦
死
ｒ
戦
病
死
・戦
傷
死
・
公
務
殉

難
者
を
そ
の
都
度
合
蔵
し
、
文
字
通
り
全
国
的
・
総
合
的
な
英
霊
祭
記
施
設
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

靖
国
神
社
に
対
し
て
皇
室
は
破
格
の
殊
週
を
示
さ
れ
て
き
た
。
天
皇
陛
下
が
毎
年
あ
る
い
は
六
年
な
い
し
十
年
に
一

回
、
勅
使

（天
皇
陛
下
の
お
使
い
で
幣
物
を
捧
げ
、
祭
文
を
奏
す
る
）
を
差
遣
さ
れ
る
重
要
な
神
社
を
勅
祭
社
と
称
す
る
が
、

一
年
に
三
回
遣
わ
さ
れ
る
伊
勢
神
宮
は
別
格
と
し
て
、
橿
原
神
宮
や
明
治
神
宮
の
よ
う
な
官
幣
大
社
で
さ
え
年
一
国
で

あ
る
の
に
対
し
、
別
格
官
幣
社
に
過
ぎ
な
い
靖
圏
神
社
に
対
し
て
毎
年
春
秋
の
例
大
祭
に
都
合
二
回
も
差
遣
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
窺
わ
れ
よ
う
。
ま
た
、
天
皇
陛
下
ご
親
拝
も
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
き
た
。

国２３４

護
国
神
社
の
創
建

　

一
方
、
靖
園
神
社
と
も
関
係
の
深
い
護
国
神
社
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
主
と
し
て
各
藩
が
藩
出
身
の
殉

難
者
や
戦
毅
者
を
雄
る
た
め
に
設
け
た
地
方
招
魂
社
が
起
源
で
あ
る
。
廃
藩
置
県
の
後
は
政
府
が
官
費
で
維
持
・管
理

す
る
こ
と
に
な
り
、
祭
肥
料
・
修
繕
料
が
国
か
ら
支
給
さ
れ
、
招
魂
社
明
細
帳
が
作
ら
れ
、
受
持
神
宮
を
置
い
て
祭
舵

そ
の
他
一
切
の
業
務
を
取
り
扱
わ
せ
た
。

ま
た
、
地
方
招
魂
社
の
ご
祭
神
に
は
戦
弦
者
だ
け
で
な
く
、
平
時
の
死
残
者
も
含
ま
れ
て
い
て
区
々
で
あ
っ
た
た
め
、

当
該
地
方
出
身
の
靖
国
神
社
の
ご
祭
神
と
共
通
す
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
祭
神
合
舵
の
条
件
の
統
一も
漸
次
整
備
さ
れ

て
い
っ
た
が
、
制
度
が
全
面
的
に
整
え
ら
れ
た
の
は
か
な
り
遅
く
、
昭
和
十
四
年

（
一
九
三
九
）
の
護
国
神
社
制
度
の

発
足
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

同
年
三
月
十
五
日
、
招
魂
社
は
護
国
神
社
と
改
称
さ
れ
、
社
名

・
祭
神

▼
祭
記
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
な
規
定
が
設
け

ら
れ
て
面
目
を

一
新
す
る
。
社
格
は
従
来
通
り
付
さ
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
上
は

「内
務
大
臣
ノ
指
定
セ
ル
護

園
神
社
」
（指
定
護
園
神
社

　

終
戦
ま
で
五
十
一
社
を
数
え
る
）
は
府
県
社

（道
府
県
を
崇
敬
境
域
と
す
る
神
社
）、
「其
ノ
他

ノ
神
社
」
（指
定
外
護
国
神
社
）
は
村
社

（村
を
崇
敬
境
域
と
す
る
神
社
）
と
同
等
の
取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

前
者
に
合
記
す
べ
き
ご
祭
神
の
範
囲
は
神
社
所
在
の
道
府
県
一
円
の
区
域
と
し
、
一
府
県
一
社
を
原
則
と
す
る
が
、

特
別
の
事
情
の
あ
る
府
県
に
つ
い
て
は
複
数
の
神
社
を
指
定
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
概
ね
そ
れ
は
聯
隊
区

（徴
兵
制
の

下
で
兵
員
を
徴
集
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
特
別
の
行
政
区
域
）
の
関
係
に
よ
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
、
島
根
県
に
は
松

江
・
浅
田
の
両
護
国
神
社
、
広
島
県
に
は
鷹
島

・
福
山
の
両
護
園
神
社
が
指
定
さ
れ
た
よ
う
に
で
あ
る
。
社
名
に
道
府

県
名
を
冠
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
種
の
も
の
に
限
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
東
京
に
は
・靖
国
神
社
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
と
は
別
に
護
園
神
社
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、

神
奈
川
県
護
圃
神
社
は
ご
鎮
座
直
前
に
戦
災
に
遭
っ
て
焼
失
し
た
ま
ま
終
戦
を
迎
え
た
た
め
、
存
在
し
な
い
。

　

後
者
に
合
記
す
べ
き
ご
祭
神
の
範
囲
は
従
前
の
崇
敬
区
域
た
る
も
の
と
し
た
。
そ
し
て
指
定

・
指
定
外
と
を
問
わ

ず
、
い
ず
れ
も
所
管
は
招
魂
社
時
代
と
変
わ
ら
ず
内
務
省
で
あ
る
。
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占
領
下
の
危
機
的
状
況

　　　

Ｏ
Ｒ

　　　　　

、
》
‘
】

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

厨
圏

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
年

（
一九
四
五
）
八
月
、
日
本
が
大
東
亜
戦
争
に
敗
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
靖
圏
神
社
と
護

囲
神
社
は
未
曾
有
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。
米
国
を
中
心
と
す
る
連
合
国
軍
総
司
令
部

（Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
は
、
連
合
国
に
対

　　　　　　　

み

　

な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

す
る
脅
威
の
源
泉
と
見
倣
し
た

「軍
国
主
義

・
国
家
主
義
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
排
除
を
精
力
的
に
推
し
進
め
、
同
年
十

一
一月
十
五
日
、
そ
の
主
要
な
発
源
と
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る

「国
家
神
道
」
の
廃
止
を
目
的
と
す
る

「神
道
指
令
」
を
発
し

た
。
そ
の
結
果
、
神
社
は
明
治
以
来
続
い
て
き
た
国
家
と
の
す
べ
て
の
関
係
を
絶
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ

の
中
で
も
彼
ら
か
ら
最
も
危
険
視
さ
れ
た
の
が
戦
毅
者
を
般
る
靖
国
神
社
と
護
国
神
社
だ
っ
た
の
で
あ
る
Ｑ

　

も
ち
ろ
ん
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
で
は

「信
教
の
自
由
」
が
保
障
さ
れ
、
靖
国
神
社
も
護
圏
神
社
も
民
間
の
宗
教
法
人
と

し
て
再
出
発
し
て
い
た
の
で
、
や
み
く
も
に
閉
鎖

・
破
壊
を
命
ず
る
こ
と
は
揮
ら
れ
た
ら
し
い
が
、
他
の
宗
教
団
体
、

い
や
他
の
神
社
と
比
較
し
て
も
非
常
に
厳
し
い
差
別
的
な
処
遇
が
占
領
末
期
ま
で
続
い
た
。
た
と
え
ば
、
崇
敬
者
が
自

発
的
に
神
社
に
献
金
す
る
こ
と
や
、
戦
災
に
よ
っ
て
焼
失
な
い
し
損
傷
し
た
社
殿
を
復
興
す
る
こ
と
も
し
ば
ら
く
見
合

わ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
し
、
国
公
立
学
校
の
児
童
生
徒
が
社
会
科
の
学
習
の
た
め
に
神
社
や
寺
院
を
見
学
す
る
こ

と
も
靖
国
神
社
，
護
国
神
社
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

な
か
で
も
深
刻
だ
っ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
国
有
社
寺
境
内
地
問
題
で
あ
る
。
国
有
社
寺
境
内
地
と
は
明
治
四
年

（
一

　　　　　　　

じ
ょ
う
ち
れ
い

八
七
一）
の
上
地
令
に
よ
っ
て
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た
社
寺
領
を
こ
と
ご
と
く
国
有
地
に
編
入
し
た
上
で
、
そ
の

う
ち
の
一
部
を
無
償
で
貸
与
し
て
、
従
来
通
り
使
用
す
る
こ
と
を
容
認
し
た
制
度
で
あ
る
。
当
時
、
議
会
で
審
議
中
で

あ
っ
た
憲
法
改
正
案
で
は
「公
金
そ
の
他
公
の
財
産
」
を
「宗
教
上
の
組
織
若
し
く
は
団
体
」
の
使
用
．
便
益
な
ど
の

た
め
に

「支
出
し
、
又
は
そ
の
利
用
」
に
供
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
た
の
で

（現
憲
法
八
十
九
条
）、
こ
れ
ま
で
の
国

と
神
社
・寺
院
間
の
財
産
上
の
特
殊
な
関
係
を
抜
本
的
に
整
理
す
る
必
要
が
生
じ
、
該
当
す
る
神
社
や
寺
院
に
国
有
境

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ミ
リ
タ
リ
ー
・シ
キ
ラ
イ
ン

内
地
を
無
償
な
い
し
有
償
で
譲
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
「軍
国
的
神
社
」
と
名
指
さ
れ
た
鯖
園
神
社

・
護
国
神
社

に
は
こ
れ
を
適
用
し
な
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
対
日
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た
直
後
の
昭
和
二
十
六
年

（
一
九
五
二

九
月
十
二
日
に
至
っ
て
、
こ
の
留
保
が
解
除
さ
れ
た
と
は
い
え
、
何
年
も
の
間
、
宗
教
法
人
と
し
て
の
存
立
に
不
可
欠

の
財
産
で
あ
る
境
内
地
の
取
得
が
で
き
な
い
と
い
う
不
安
定
な
状
態
が
続
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
厳
し
い
処
遇
を
受
け
て
き
た
中
で
、
少
々
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

実
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
靖
園
神
社
よ
り
も
護
圏
神
社
の
方
に
険
し
い
目
を
向
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
護

圏
神
社
の
制
度
的
整
備
が
国
家
総
動
員
体
制
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
な
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
た

と
え
ば
、
そ
れ
は
靖
園
神
社
に
は
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
社
名
の
変
更
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
「護
図

神
社
」
と
い
う
名
称
は
一
切
使
わ
ず
、
所
在
地
名
の
み
を
付
し
た
も
の

（北
海
道
護
国
神
社
Ｕ
北
海
道
神
社
）、
旧
国
名

を
用
い
た
も
の

（福
山
護
図
神
社
り
備
後
神
社
）、
古
称
に
因
ん
だ
も
の

（長
野
啄
護
国
神
社
Ｕ
美
須
々
官
）
な
ど
多
様
で

あ
る

（占
領
終
結
後
に
は
旧
に
復
し
た
）。

　

な
し
得
る
な
ら
ば
、
閉
鎖
に
追
い
込
み
た
い
と
最
後
ま
で
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
執
勘
な
施
策
を
前
に
し

て
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
靖
圃
神
社

‐
護
国
神
社
が
致
命
的
な
後
遺
症
を
残
す
こ
と
な
く
そ
の
本
質
を
守
り
通
す
こ
と
が
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で
き
た
の
は
、
何
よ
り
も
遺
族
や
戦
友
を
中
心
と
し
た
一
般
国
民
の
神
社
存
続
を
願
う
強
い
要
望
を
無
視
で
き
な
か
っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

た
か
ら
で
あ
る
。
六
年
八
ヶ
月
に
お
よ
ぶ

，逆
風
の
時
代
夕
に
神
社
護
持
の
た
め
苦
闘
し
た
先
入
た
ち
の
努
力
を
決
し

　

２

　

３

　

８

て
忘

れ

て
は

な

る
ま

い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

人
を
神
と
し
て
般
る
こ
と

と
こ
ろ
で
、
靖
国
神
社
・
護
園
神
社
の
祭
犯
を
ふ
つ
う

「英
霊
祭
記
」
と
呼
ぶ
が
、
「英
霊
祭
記
」
は
人
を
神
と
し

て
厳
る
日
本
人
の
信
仰
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
る
。
一
般
に
人
が
死
ん
だ
後
に
神
と
し
て
陀
る
ケ

ス
に
は
大
き
く
分
け

て
二
通
り
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
一
つ
は
生
前
に
深
い
怨
み
を
抱
い
て
死
ん
だ
人
間
の
裏
が
票
っ
て
大
き
な
災
厄
が
も
た

ら
さ
れ
る
の
を
恐
れ
、
こ
れ
を
鎮
め
、
そ
の
強
大
な
霊
力
を
善
や
福
に
転
ず
る
よ
う
働
き
か
け
る
た
め
に
記
る
場
合
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
そ
う
で
は
な
く
、
生
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
卓
越
し
た
事
蹟
を
残
し
た
人
の
威
徳
を
称
え
、
そ

の
加
護
を
願
っ
て
滴
る
場
合
で
あ
る
。

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　
　　

　

前
者
は
ふ
つ
う
御
霊
信
仰
と
呼
ば
れ
、
餓
烈
な
政
争
や
戦
闘
で
の
敗
者
、
一
撲
の
首
謀
者
な
ど
非
業
の
死
を
遂
げ
た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ざ
ん
げ
ん

人
々
へ
の
強
い
畏
怖
の
念
か
ら
生
れ
た
も
の
で
、
そ
の
代
表
的
な
例
が
藤
原
氏
の
諌
言
に
よ
っ
て
大
宰
府
に
流
さ
れ
、

　　　　　　　　　　　　　　

み
ち
ざ
ね

そ
の
地
で
果
て
た
菅
原
道
員
の
霊
を
鵡
る
北
野
天
満
宮
で
あ
る

（も
っ
と
も
、
道
員
の
怨
霊
神
と
し
て
の
性
格
は
時
と
と

も
に
薄
れ
て
行
き
、
今
日
で
は
広
く
学
問
の
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
）。

　　　　　　　

こ
う
し

　

後
者
の
晴
矢
が
豊
臣
秀
吉
を
犯
っ
た
豊
国
大
明
神
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
の
が
東
照
大
権
現
と
な
っ
た
徳
川
家
康
で

あ
る
。
そ
の
後
、
大
名
の
家
で
も
藩
祖
を
記
る
風
が
広
ま
り
、
ま
た
、
善
政
を
行
っ
た
代
官
や
庄
屋
、
あ
る
い
は
地
域

の
た
め
に
尽
力
し
た
義
民
な
ど
を
神
社
に
詑
る
こ
と
が
全
国
各
地
に
広
が
っ
て
行
く
。
先
に
少
し
触
れ
た
湊
川
神
社
を

は
じ
め

明
治
以
降
に
数
多
く
創
建
さ
れ
る
別
格
官
幣
社
の
ご
祭
神
と
し
て
肥
ら
れ
た
人
々
（藤
原
鎌
足
‐和
気
清
麿
・

新
田
義
貞
・
織
田
信
長
‐島
津
斉
彬
・
三
条
実
美
な
ど
）
も
同
様
で
あ
る
。
「英
霊
祭
詑
」
の
対
象
と
さ
れ
る
人
々
も
こ
の

系
列
に
入
る
。
す
な
わ
ち
、
幕
末
維
新
期
に
国
事
に
奔
走
し
て
暗
殺
や
処
刑
、
あ
る
い
は
戦
闘
な
ど
で
死
残
し
た
人
々

の
同
志
が
彼
ら
の
霊
を
招
き
、
親
し
く
弔
慰
す
る
祭
儀
と
し
て
行
わ
れ
た
の
が
起
源
で
あ
る
。
実
際
、
そ
う
し
た
祭
儀

は
楠
公
祭
と
セ
ッ
ト
で
な
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
時
に
は
儒
式
で
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は

神
式
の
祭
典
で
あ
る
。

　

た
だ
、
ご
く
一
部
で
今
も
な
お
「英
霊
祭
記
」
を
も
っ
ぱ
ら
御
霊
信
仰
の
文
脈
で
論
じ
よ
う
と
す
る
向
き
も
あ
る
が
、

そ
れ
は
い
さ
さ
か
誇
張
に
過
ぎ
る
。
た
し
か
に
、
国
事
に
挺
身
し
て
亡
く
な
っ
た
人
々
の
霊
を
放
置
し
た
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
社
会
に
不
穏
な
事
態
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
－っ
た
懸
念
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
種
の
祭
典
の
祭
詞
や
祭
文
の
類
を
つ
ぶ
さ
に
眺
め
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
詑
る
者
が
詑
ら
れ
る
者
の
行
実
に
共
感
し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

す
ぎ

て
そ
の
精
神
の
継
承
を
誓
う
と
い
う
姿
勢
は
窺
わ
れ
て
も
、
鵡
ら
れ
る
者
の
霊
を
畏
怖
し
て
、
そ
の
荒
び
を
お
そ
れ
る

と
い
う
よ
う
な
態
度
で
は
な
い
こ
と
が
判
然
と
す
る
。

２３９１解説

　

靖圃神社と護国神社について



　

あ
る
べ
き

「戦
段
者
追
悼
」
の
姿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

卿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

閥
圏

　

も
う
一
つ
、
今
日
で
は
一
般
に
は

「英
霊
祭
耀
」
よ
り
も

「戦
娘
者
追
悼
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
こ
で
の
キ
ー
ワ
↑
ド
で
あ
る

「追
悼
」
の
意
義
に
つ
い
て
も
し
ば
し
ば
誤
解
さ
れ
て
い
る
。
「追
悼
」
は
あ
く
ま
で

も
戦
残
者
に
対
す
る

「慰
霊
」
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
「顕
彰
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
の
考
え
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
「追
悼
Ｌ
は

「悲
し
み
、
悼
む
」
こ
と
を
基
調
と
し
て
い
る
が
、
戦
猿
者
に
対
す
る

「追
悼
」
は
天
災
や

事
故
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
人
々
に
対
す
る
そ
れ
と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
。
彼
ら
に
対
し
て
は

「悲
し
み
、
悼
む
」
だ
け

で
よ
い
だ
ろ
う
が
、
戦
残
者
は
災
害
死
や
事
故
死
と
は
違
っ
て
、
「国
家
」
と
い
う
共
同
体
の
た
め
に
か
け
が
え
の
な

い
生
命
を
捧
げ
た
人
々
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

「感
謝
し
、
敬
意
を
表
す
る
」
と
い
う
意
味
が
さ
ら
に
重
ね
ら
れ
ね
ば
な

る
ま
い
。

　

つ
ま
り
、
戦
残
者
の
追
悼
は
、
戦
娘
者
を

「悼
み
、
そ
の
霊
を
な
ご
め
る
こ
と
」
（慰
霊
）
と
戦
残
者
の

「祖
国
に

尽
く
し
た
ま
ご
こ
ろ
を
称
え
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
」
（顕
彰
）
の
両
義
が
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
だ
。
こ
の

こ
と
は
欧
米
の
戦
残
者
追
悼
式

（ヨ
のョ
仝
す
－
ｌ
ｉ
ｔ－《
〉
の
あ
り
よ
う
を
見
れ
ば

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
は

日
ｏロ
ヨ
日
ね
（哀
悼
）
と
ロ
ミ
毛

＠
ホ敬
）
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
姿
が
容
易
に
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
靖
国
神
社
と
護
圏
神
社
の
関
係
に
つ
い
て
一三
Ｅ
補
足
し
て
お
き
た
い
。
既
に
詳
し
く
論
述
し
て
き
た
よ
う

に
、
全
国
各
地
に
あ
る
護
圃
神
社
は
、
東
京
招
魂
社
を
前
身
と
す
る
靖
国
神
社
と
は
別
個
に
、
主
と
し
て
各
地
方
の
藩

２４１１解説

　

靖国神社と謎園神社について

な
ど
が
創
建
し
た
地
方
招
魂
社
を
起
源
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
靖
園
神
社
と
護
園
神
社
は
い
わ
ゆ
る
本
社

・
分

社
の
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
も
よ
く
誤
解
さ
れ
て
い
る
。
分
社
は
本
社

（た
と
え
ば
、
八
幡
宮
な
ら
ば
宇
佐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

が
ん
じ
ょ
う

神
宮
、
稲
荷
神
社
な
ら
ば
伏
見
稲
荷
大
社
）
か
ら
ご
分
霊
を
勧
請
し
て
毒
記
し
た
神
社
を
指
す
か
ら
で
あ
る
。

他
の
事
例
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
別
々
に
同
じ
ご
祭
神
を
奉
記
し
て
創
建
さ
れ
た
大
阪
の
住
吉
大
社
と
下
関
の
住
吉

神
社
の
関
係
に
類
す
る
も
の
で
、
本
社
・
分
社
の
関
係
に
な
く
と
も
、
ご
祭
神
を
同
じ
く
す
る
神
社
同
士
が
緊
密
な
関

係
を
持
つ
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
護
園
神
社
は

「全
圃
護
圃
神
社
曾
」
を
結
成
し
、
靖
圃
神
社
と
常
に
連
携

・
協

力
し
な
が
ら
、
「英
霊
祭
肥
」
を
日
夜
厳
修
し
、
戦
毅
者
の
慰
霊
・
顕
彰
の
た
め
の
諸
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。



あ
と
が
き

靖
園
神
社
の
英
霊
の
御
事
跡
を
記
す
と
き
、
御
名
前
、
階
級
、
戦
猿
年
月
日
、
戦
裂
場
所
と
と
も
に
、
御
出
身
地
を

必
ず
明
記
す
る
。
ま
た
、
御
神
前
に
は
遺
族
始
め
崇
敬
者
の
方
々
が
故
郷
の
物
産
を
お
供
え
さ
れ
る
。
お
米
、
お
酒
、

な
ど
な
ど
重
き
こ
と
を
厭
わ
ず
に
遺
き
故
郷
か
ら
お
持
ち
に
な
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
ふ
つ
だ
け
で
も
英
霊
と
故
郷
と
は

切
っ
て
も
切
れ
ぬ
辞
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

本
書
は
、
英
霊
は
い
か
に
故
郷
を
思
わ
れ
た
か
、
故
郷
で
は
い
か
に
故
郷
出
身
の
英
霊
を
偲
ば
れ
て
い
る
か
を
主
題

と
し
て
、
平
成
十
八
年
三
月

一
日
よ
り
翌
十
九
年

一
月
三
十

一
日
ま
で
靖
国
神
社
遊
就
館
に
て
開
催
さ
れ
た
特
別
展

「故
郷
の
護
園
神
社
」
の
展
示
品
、
解
説
文
を

「
シ
リ
ー
ズ

・
ふ
る
さ
と
靖
圃
５
」
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

「シ
リ
ー
ズ

・
ふ
る
さ
と
靖
園
」
は
こ
れ
ま
で
、
『昭
和
っ
子
は
調
う
』、
『画
集
・
童
子
の
み
た
ま
祭
』
、
『い
ざ
さ
ら

ば
我
は
み
く
に
の
山
桜
』
、
『散
華
の
心
と
鎮
魂
の
誠
』
の
四
巻
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
シ
リ
ー
ズ
名

「ふ
る
さ
と
靖
園
」

の

「
ふ
る
さ
と
」
と
は
、
日
本
人
の
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
靖
国
神
社
と
い
う
意
味
で
命
名
し
た
の
で
あ
る
が
、

今
回
奇
し
く
も
シ
リ
ー
ズ
名
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

我
が
国
に
は
靖
国
神
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
県
、
，各
村
に
忠
魂
碑
、
護
国
神
社
が
建
立
さ
れ
、
英
霊
奉
慰
顕
彰
が

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
戦
前
内
務
大
臣
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
五
十
二
社

（宮
崎
県
は
社
殿
建
築
中
に
終
戦
を
迎
え
、

鎮
座
は
戦
後
）
は
全
圃
護
園
神
社
曾
を
組
織
し
て
い
る
。
こ
の
五
十
二
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
歴
史
を
持
つ
が
、
そ
の
な
か
に
も
大
き
く
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
二
つ
だ
け
あ
げ
て
み
る
。

　

そ
の
一
つ
は
、
当
該
道
府
県
御
出
身
の
英
霊
を
合
記
し
、
日
々
鄭
重
な
る
祭
記
が
斎
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

靖
園
神
社
は
当
時
日
本
国
籍
で
あ
っ
た
台
湾
籍
、
朝
鮮
籍
の
方
を
含
め
、
日
本
全
国
の
英
霊
を
肥
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
、
各
護
国
神
社
は
当
該
道
府
県
御
出
身
の
英
霊
を
舵
っ
て
い
る
。
北
海
道

‐
岐
阜
県
・
兵
庫
県
・
広
島
県
・
島
根

県
の
よ
う
に
一
県
に
複
数
存
在
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
神
奈
川
県
の
よ
う
に
存
在
し
な
い
県
も
あ
る
。
ま
た
、
戸
籍
と

関
係
な
く
、
郷
土
聯
隊
在
隊
中
に
戦
死
し
た
方
を
も
合
記
し
て
い
る
護
国
神
社
や
沖
縄
県
護
圏
神
社
の
よ
う
に
沖
縄
戦

で
戦
死
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
を
合
流
し
て
い
る
神
社
も
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
一
県
に
一
社
の
護
国
神
社
が
鎮
座
し

て
い
る
。

　

故
郷
出
身
の
合
記
適
格
者

（戦
死
，戦
傷
病
死
他
）
が
生
じ
た
場
合
、
当
該
護
国
神
社
は
招
魂
祭
を
斎
行
し
、
合
流

祭
を
厳
粛
に
執
り
行
う
。
合
流
さ
れ
た
英
霊
に
対
し
奉
り
て
は
、
春
秋
の
大
祭
を
始
め
、
日
々
ま
ご
こ
ろ
龍
め
た
祭
記

が
執
り
行
わ
れ
る
。
参
拝
者
は
遺
族
、
戦
友
は
も
ち
ろ
ん
、
自
然
の
流
れ
と
し
て
、
現
在
は
戦
後
世
代
の
方
々
が
多
く

な
っ
て
い
る
ｃ

　

も
う
一
つ
は
、
故
郷
の
人
々
が
厚
き
奉
賛
の
ま
こ
と
を
捧
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
招
魂
社
な
ど
の
護
図
神
社
の
起

源
と
な
る
御
社
が
建
立
さ
れ
た
の
は
明
治
で
あ
り
、
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
た
・の
は
昭
和
十
四
年
で
あ
る
。
言
わ
ば
神

社
と
し
て
は
比
較
的
新
し
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
信
仰
は
、
我
が
国
古
来
の
信
仰
に
根
ざ
し
て
い
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

と
の
つ
ね

こ
と

　　　　　　　　　　　　

か
し
－ー

　

日
本
人
の
心
を
究
明
し
た
江
戸
時
代
の
国
学
者
本
居
宣
長
は
、
「尋
常
な
ら
ず
す
ぐ
れ
た
ろ
徳
の
あ
り
て
、
可
畏
き

２４３１あとがき



　　

が

　

み

物
を
迦
微
と
は
云
ふ
な
り
」
と
言
う
。
尋
常
で
は
な
く
、
他
と
比
較
し
て
優
れ
た
働
き
を
持
っ
て
い
て
、
人
が
恐
れ
多

い
と
感
じ
、
尊
敬
し
て
仰
ぎ
見
る
人
・
物
、
そ
れ
が
カ
ミ
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
神
と
な
る
資
格
は
決
し
て
絶
対

　

黒

的
な
も
の
で
は
な
く
、
美
し
い
自
然
、
威
厳
の
あ
る
自
然
も
神
。
尋
常
で
な
い
人
も
神
で
あ
る
。
尋
常
で
な
い
人
と
ば
、

　

国

自
分
の
こ
と
を
考
え
ず
に
他
者
の
こ
と
を
考
え
る
人
で
あ
る
・。
子
孫
の
こ
と
を
守
っ
て
く
れ
る
祖
先
も
神
で
あ
る
。
他

者
の
た
め
に
生
命
を
捨
て
て
尽
す
、
ム
ラ
‐
部
落
と
い
っ
た
共
同
体
の
為
に
生
命
を
捧
げ
た
人
も
神
な
の
で
あ
る
。
私

ど
も
は
こ
の
よ
う
に
祖
先
や
、
共
同
体
に
尽
く
し
た
人
々
を
神
と
し
、
お
陀
り
し
て
き
た
。
同
時
に
そ
の
神
は
子
孫
や

そ
の
共
同
体
を
守
っ
て
く
だ
さ
る
、
と
い
う
信
仰
を
持
ち
続
け
て
き
た
。
護
国
神
社
、
靖
園
神
社
は
、
こ
の
よ
う
な
日

本
人
の
宗
教
観
、
祖
先
観
に
根
ざ
す
伝
統
的
習
俗
の
底
を
し
っ
か
り
と
流
れ
て
い
る

「信
仰
」
、
そ
の
信
仰
に
国
家
や

．共
同
体
の
手
に
よ
っ
て
公
的
祭
縦
の
資
格
が
付
与
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

護
国
神
社
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
と
、
存
在
さ
え
危
ぶ
ま
れ
る
苦
難
の
時
代
も
あ
っ
た
。
大
東
亜
戦
争
終
戦
後
の
占
領

政
策
時
代
で
あ
る
。
大
原
康
男
先
生
が
こ
の
時
代
の
苦
難
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
「護
圏
神
社
」
と
い
う
社
号
さ
え

許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
の
苦
難
の
時
代
に
も
し
っ
か
り
と
護
園
神
社
を
守
ら
れ
た
人
々
が
お
り
、
占
領
解
除
後
に
は
実
に

多
く
の
人
々
が
奉
賛
の
誠
を
捧
げ
、
社
殿
の
復
興
を
な
し
、
境
内
を
隆
昌
の
地
と
し
て
い
る
。
秋
田
県
護
国
神
社
の
如

く
、
平
成
二
年
に
は
心
無
き
者
の
攻
撃
を
受
け
御
社
殿
が
全
焼
し
た
が
、
多
く
の
御
奉
賛
に
よ
り
た
ち
ど
こ
ろ
に
荘
厳

な
現
在
の
御
社
殿
が
復
興
し
た
例
も
あ
る
。
護
圃
神
社
へ
の
奉
賛
の
ま
こ
と
の
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
が
、
我
が
国
‐

古
来
の
信
仰
に
根
ざ
し
て
い
る
が
故
で
あ
る
。

　

念
の
た
め
申
し
添
え
る
が
、
各
護
国
神
社
に
対
す
る
天
皇
皇
后
両
陛
下
、
各
宮
様
の
御
崇
敬
に
は
実
に
添
い
も
の
が

あ
る
。
聖
上
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
、
地
方
御
巡
幸
の
折
に
は
そ
の
地
に
鎮
ま
る
護
国
神
社
に
幣
東
料
を
下
賜
さ
れ
る
。

　

今
回
の
特
別
展

「故
郷
の
護
園
神
社
」
を
開
催
し
、
改
め
て
英
霊
と
故
郷
と
の
強
い
結
び
付
き
を
実
感
す
る
。
東
京

を
含
め
誰
に
で
も
故
郷
が
あ
り
、
故
郷
を
思
う
と
き
、
自
然
と
心
安
ら
ぐ
も
の
で
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
そ
れ
は
、
故

郷
に
は
故
郷
の
英
霊
が
鎮
ま
り
、
故
郷
を
見
守
っ
て
く
れ
る
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

　

末
筆
な
が
ら
、
本
書
に
園
聖
院
大
挙
大
原
康
男
教
授
の
玉
稿
を
頂
戴
し
た
こ
と
、
編
集

・
出
版
に
際
し
展
転
社
藤
本

隆
之
社
長
、
今
村
裕
編
集
長
、
花
井
孝
之
氏
に
格
別
な
る
御
尽
力
を
頂
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
．
さ
ら
に

各
護
圏
神
社
に
は
特
別
展
開
催
時
よ
り
本
書
上
梓
に
至
る
ま
で
多
大
な
る
ご
協
力
を
頂
い
た
こ
と
を
感
謝
し
御
礼
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

平
成
十
九
年
三
月
二
十
日

靖
圏
神
社

２４５１あとがき



『ふ
る
さ
と
靖
震
」
の
刊
行
に
際
し
て

ｒｈＵ
（乙

匿
国

　

敷
島
の
大
か

を
ス
ハヒ
は
ゞ
朝
日
に
に
ほ
ふ
山
桜
花

　

｛本
泉
署
長
▼

　

百
千
々
の
世
に
も
、２
」か
［
天
地
の
神
の
か
た
め
し
大
和
Ｌ
ま
ね
宵は

（村
田
春
湯
）

　

わ
が
国
学
の
先
人
は
、

こ
の
ゃ
う
に
濃
た
る
国
魂
、
厳
た
る
国
柄
を
語
っ
た
。
ゆ
る
ぎ
な
き
悠
久
の
国
史
を

刻
む
、
わ
が
日
本
人
の
心
意
気
と
い
は
な
く
て
な
ん
で
あ
ら
う
か
。

手
付
ハ達
は
古
来
、
瑞
穂
の
国
の
豊
穣
に
神

恩
を
感
謝
し
、
父
祖
を
救
ひ
誰
つ
て
鎮
魂
の
祭
記
を
た
や
さ
ず
、
大
箸位夢
し
ろ
し
め
す
下
、
真
に
君
民
－
体
の

　　

国
づ
く
り
に
い
そ
し
み
、
た
ぐ
ひ
な
き
大
和
心
を
発
揚
し
た
。

　　　

い
ま
謹
み
顧
み
て
、
靖
国
の
み
や
し
ろ
に
神
鎮
ま
り
ま
す
二
百
四
十
六
万
余
柱
の
英
霊
は
、
こ
の
か

　　

け
が
へ
も
な
き
わ
が
国
土
、
わ
が
誇
ら
し
き
国
風
よ
永
遠
な
れ
と
願
ひ
っ
・
尊
き
御
身
を
挺
さ
れ
た
の

　　

で
あ
っ
た
。
そ
の
気
高
き
殉
国
散
華
の
い
さ
を
し
の
上
に
、

今
日
の
平
和
と
繁
栄
が
あ
る
。

　

戦
後
五
十
年
も
の
平
綱
を
享
受
し
て
来
た
今
、
改
め
て
先
人
達
の
培
ひ
残
し
て
下
さ
っ
た
こ
れ
ら
の
事
に
全

国
民
が
忌
ひ
を
い
た
し
、
日
本
の
道
義
の
心
、
か
ぐ
は
Ｌ
き
伝
統
と
国
風
、
そ
し
て
日
本
人
の

″心
の
ふ
る
さ

と
″
を
忌
ひ
起
こ
し
、
胸
に
刻
み
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　

靖
国
神
社
で
は
こ
の
趣
旨
達
成
の
た
め
に
微
力
を
傾
注
す
る
こ
と
が
・
英
霊
の
御
神
意
に
叶
ふ
も
の
と
確
信

い
た
し
、
「ふ
る
さ
と
靖
冨
」
シ
リ
ー
ズ
を
企
画
し
た
次
第
で
あ
る
。

世
代
を
超
え
た
広
汎
な
読
者
各
位
と
共

に
相
励
み
、
研
鍍
を
重
ね
て
い
き
た
い
。
こ
こ
に
発
刊
の
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

平
成
五
年
四
月
二
十
二
日

　

春
季
例
大
婆
当
日
祭
の
佳
日

　　　

靖
国
神
社
宮
司

　

大

野

俊

康
・

シ
リ
ー
ズ
・ふ
る
さ
と
鯖
圏
５

ふ
る
さ
と

故
郷
の
護
国
神
社
と
靖
園
神
社

「故
郷
の
護
国
神
社
展
」
の
記
録

平
成
十
九
年
四
月
六
日

　

第
一刷
発
行

企
画
・編
集

　

靖
園
神
社

　

発
行
人

藤
本

　

隆
之

発

　

行

　

展

　

転

　

社

〒
貼
１
鵬

　

東
京
都
文
京
区
本
郷
１
１
褐
ー
３６

３０１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
三

（三
八
一
五
）
○
七
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
一ニ
（三
八
一
五
）
○
七
八
六

　　

三
号
＼
＼号
巨
三
富
コ
（焚”扇
ぎ
ｈ
ｏを
＼

印
刷

　

文

　

昇

　

堂

製
本

　

大
石
製
本
所

◎
＜
＞
の□
欠
こ
Ｚ
ロ
ーＺ
］＞
ＮＯＯド
ロ
巨
富
Ｑ
ぎ
富
け
ち
′

乱
Ｔ
ｑ
．
落
丁
本
は
送
料
小
社
負
担
に
て
お
取
替
致
し
ま
す
。

社

　

婚

神

　

秘

園

　

俳
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定
価
は
カ
バ
ー
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
ｃ

Ｈ
の
Ｗ
Ｚ
０
一
倹
ー
や
ー
蘭
ゆ
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Ｗ
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Ｉ
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Ｉ
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